
敦
煙
資
料

「仏
説
提
謂
五
戒
経
井
威
儀
巻
下
」
に

つ
い
て

土

橋

秀

高

1

国
立
北
京
図
書
館
蔵
の
敦
燈
遺
書
で
、
劫
余
録
の
霜

一
五
に
あ
る
、

「
仏
説
提
謂
五
戒
経
井
威
儀
巻
下
」
と
い
う
写
本
は
、
首
部
の
欠
け
た

有
罫
で

一
行
十
七
字
詰
で
全
三
五
七
行
か
ら
な
る
、
六
朝
書
風
の
整

つ

た
格
調
あ
る
巻
子
本

で
あ
る
。
そ
の
題
名
は
尾
題
に
よ
つ
て
つ
け
ら
れ

る
。
三
五
七
行
と
い
う
全
巻

の
量
か
ら
考
え
て
み
て
、
首
部
の
欠
落
も

さ
し
て
多
い
も
の
と
は
お
も
え
な
い
。
そ
の
う
ち
二
百
行
目
ま
で
が
五

戒
経
で
、
二
百

一
行
目
に

「
五
戒
威
儀
」
と
い
う
標
目
が
あ
り
、
次
行

か
ら
優
婆
塞

の
威
儀
が
つ
づ
く
。

こ
の
題
目
に
似
た
仏
典
を
現
存
本
に
も
と
め
る
と
、
大
正
蔵
経
巻
二

四
の
優
婆
塞
五
戒
相
経
と
優
婆
塞
五
戒
威
儀
経
と
が
あ
る
。
五
戒
相
経

(
1
)

に
つ
い
て
は
、
長
井
真
琴
氏
が
、
五
戒
の
説
明
文
と
五
種
の
漢
訳
広
律

と
を
比
較
対
照
し
て
、
十
諦
律
訳
出
後
に
そ
れ
を
資
料
と
し
て
作
つ
た

も
の
と
、
考
証
さ
れ
て
い
る
。

云
わ
ぱ
五
戒
の
毘
尼
毘
婆
沙
と
も
名
ず

く
べ
き
も
の
で
あ

つ
て
、
い
ま
の
敦
煙
本
の
五
戒
経
が
五
戒
の
福
と
犯

戒
の
罪

の
五
失
を
う
た

つ
て
、
庶
民
に
よ
ぴ
か
け
る
調

子
の
も

の
で

あ
る
の
と
、
両
者
に
か
な
り
の
へ
だ
た
り
を
感
ず
る
。
五
戒
威
儀
経
の

方
は
、形
の
ご
と
く
五
戒
と
威
儀
と
を
説
く
も

の
で
あ
つ
て
、
い
ま
と
よ

(2
)

く
似
た
内
容
を
も

つ
て
い
る
。
大
野
法
道
氏
は
、
不
統

一
の
雑
集
経
で

あ
る
と
い
う
。
雑
集
と
い
う
点
で
は
、
い
ま
と
同
じ
調
子
で
あ
る
が
、
五

戒
威
儀
経
は
菩
薩
戒
を
内
容
と
す
る
。
大
野
氏

が
菩
薩
優
婆
塞
戒
壇
文

の

一
部
か
あ
る
い
は
全
部
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
庶
民
を
対

象
に
お
く
律
典
で
は
な
い
の
で
、
い
ま
と
は
格
差
が
あ
る
。
あ
え
て
類

似
点
を
も
と
め
て
み
る
と
、
彼
の
経
の
後
半
に
離
欲
優
婆
塞
具
ハ行
五
戒

と
威
儀
と
を
説
く
部
分
が
あ
る
。

そ
の
五
戒
説

は
、
遠
離
身
四
悪
・
口
五

悪
・五
邪
命
・厳
飾
五
事
・放
逸
五
事
と
、
ほ
ぼ
五
項
目
を
五
細
目
で
ま
と

め
て
い
る
。
し
か
し
威
儀
に
関
し
て
は
、
発
心
五
願

・
受
縄
床
四
種

・

受
錫
杖

・
捉
縄
床
四
念

・
去
塵
二
念

・
立
住

合
掌
三
念

・
安
祥
坐
六

念

・
移
時
三
念

・
蹟
坐
四
念
と
、
仏
行
の
中
心
的
威
儀
を
ま
と
め
て
い

て
、
い
ま
の
そ
れ
よ
り
は
仏
行
の
本
格
に
せ
ま

つ
て
い
る
。

こ
の
北
京

本
の
五
戒
説
を
み
る
と
、
前
の
五
戒
相
経
で
は
、
殺

・
盗

・
婬

・
妄

・

飲
酒
で
あ
る
が
、
い
ま
の
は
殺

・
盗

・
婬

・
両
舌
悪
口
妄
言
自
貢
高
綺

敦
燈
資

料

「
仏
説
提
謂

五
戒
経
井
威
儀
巻
下
」

に

つ
い
て

(
土

橋
)
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敦
煙
資
料

「仏
説
提
謂
五
戒
経
弄
威
儀
巻
下
」
に
つ
い
て

(出

橋
)

語

・
飲
酒
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
五
戒
威
儀
経
の
ほ
う
の
口
五
悪
の
列
記

(3
)

と
同
調

で
あ
り
、
さ
ら
に
沙
弥
十
戒
法
井
威
儀

・
沙
弥
十
戒
儀
則
経

・

沙
弥
尼
戒
経
に
と

一
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
沙
弥
尼
経
に
つ
い
て

(
4
)

は
、
酒

の
三
十
六
失
説
に
つ
い
て
も
関
連
が
あ
る
。

(5
)

五
戒
威
儀
の
二
百
五
十
条
は
、
大
比
丘
三
千
威
儀
・沙
弥
十
戒
法
井
威

儀

・
沙
弥
威
儀

・
沙
弥
尼
戒
経
・沙
弥
尼
離
戒
文
な
ど
の
、
威
儀
を
説
く

律
典
ハに
そ
の
背
景
を
も
つ
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

疑
経

の
提
謂
経
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら

(6
)

れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
さ
き
ご
ろ
塚
本
善
隆
氏
は
、
二
十

一
の
逸
文
を

集
録
し
て
、
こ
の
古
逸
経
論

四
六
〇
年
頃
露

に
よ
つ
て
撰
出
さ
れ

た
在
家
と
く
に
庶
民
を
対
象
と
す
る
仏
典
ハで
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

(7
)

さ
れ
た
。
ま
た
最
近
、
牧
田
諦
亮
氏
が
、
敦
煙
資
料
に
よ
つ
て
本
文
を

紹
介
し
、
そ
の
全
容
を
詳
細
に
論
攻
さ
れ
た
。

(8
)

提
謂
経
は
記
録
に
よ
る
と
、

一
巻
本
と
二
巻
本
と
が
あ
る
。

一
巻
本

に
つ
い
て
僧
祐
録
は

詳
校
群
録
、
名
数
已
定
、
並
未
見
其
本
、
今
閾
此
経

と
し
て
四
百
六
十
部
の
経
巻
名
を
列
記
す
る
な
か
の
一
つ
と
し
て
あ
げ

て
い
る
。
他
の
記
録
は
こ
れ
に
な
ら
い
、
貞
元
録
は

失
訳
経
群
録
之
中
、
但
題
名
目
、
久
蘭
其
本
、
無
披
詳
、
大
小
二
乗
、
実
…難

詮
定
、
具
粗
分
判
、
尚
多
参
渉
、
幸
諸
明
士
、
詳
而
正
之

と
爾
後

の
究
明
に
托
し
て
い
る
。
二
巻
本
に
つ
い
て
僧
祐
録
に
は

宋
孝
武
時
、
北
国
比
丘
曇
靖
撰

と
あ
り
、
法
経
録
は
こ
れ
に
よ
り
な
が
ら

(9
)

与
一
巻
者
、
邪
正
文
乖

と
云
い
、
仁
寿
録

・
静
泰
録
も
こ
れ
に
な
ら
い
、
内
典
ハ録
は

宋
孝
武
世
、
元
魏
沙
門
釈
曇
靖
、
於
北
台
撰
、
見
其
文
云
、
東
方
太
山
、
漢

言
代
岳
、
陰
陽
交
代
、
故
云
代
岳
、
於
魏
世
出
、
只
応
言
魏
言
、
乃
日
漢
言
、

不
辮
時
代

一
妄
、
太
山
即
此
方
言
、
乃
以
代
岳
訳
之
、
両
語
相
翻
、
不
識
梵

魏
三
妄
、
其
例
甚
多
、
不
可
具
述
、
備
在
両
巻
経
文
、
旧
録
別
載
、
有
提
謂

経

一
巻
、
与
諸
経
語
同
、
但
靖
加
足
五
方
五
行
、
用
石
繰
金
、
疑
成
疑
耳
、

今
以
一
巻
、
成
者
為
定

と
、

二
巻
本
が
諸
経
と
文
字
が
あ
う
こ
と
、
曇
靖
が
そ
れ
に
五
方
五
行

説
な
ど
を
加
え
て
二
巻
本
と
し
た
と
判
じ
て
い
る
。

牧
田
氏
の

「疑
経
研
究
」
に
は
、
敦
煙
資
料

の
提
謂
経
の
章
に
、
P

三
七
三
二
上
巻

(題
号
な
し
)
と
S
二
〇
五

一
の
下
巻

(尾
題
に
仏
説
提

謂
経
巻
下
)
と
、
北
京
本
霜

一
五
号
の
提
謂
五
戒
経
井
威
儀
巻
下

の
う

ち
の
後
半
つ
ま
り
P
・S
二
本
に
な
い
部
分
と

の
、本
文
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
北
京
本
の
五
戒
の
部
分
は
S
本
の
下
巻

の
後
半

(牧
田
本
二
〇
二

頁
上
段
第
十
六
行
二
十

一
字
目
の

「在
山
」
よ
り
末
尾
ま
で
)
と
全
く
合
致

す
る
か
ら
で
あ
る
。

2

北
京
本
の
内
容
は
、
首
欠
で
あ
る
が
五
戒

に
つ
い
て
の
序
説
め
い
た

部
分
に
つ
づ
き
、
五
戒
の
五
福
報
と
五
悪
の
五
罪
報
と
が
列
挙
さ
れ
る
。

後
半
の
五
戒
威
儀
は
、
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笛
受
五
戒
者
の
当
行
七
事
(
2
)復
有
五
事

ゆ
次
行
五
事
(
4
)入
寺

十

一
事
(
5
)作
礼
十
事
(
6
)斎
日
入
衆
二
十
二
事
(
7
)坐
七
事

(
8
)

香
十
四
事

働
入
講
堂
八
事
(
1
0
)
続
塔
八
事
(
1
1
)
一

見
仏
像
七
事

働
入
沙
門
戸
六
事

圖
宿
寺
五
事

圓
圓
五
事
(
1
5
)
漂
手
五
事
(
1
6
)

浴
室
五
事
(
1
7
)
温
室
五
事

姻
見
沙
弥
五
事
(
1
9
)
寺
中
作
飯
七
事

(20
)侍
沙
門
飯
七
事

囲
請
沙
門
飯
七
事

囲
持
操
瓶
水
五
事

圏
持

操
架

図
持
毛
巾
五
事

飼
掃
地
五
事

圏
入
市
買
物
六
事

鋤
受

請
飯
十
二
事

圏
書
老
共
食
五
事
(
2
9
)
道
路
五
事

圃
優
婆
夷
家
五

事

五
不
入
優
婆
塞
家
四
事

國
居
家
十
六
事

倒
臥
六
事

図
優

婆
夷

入
寺
十
事

の
三
十

四
項
目
二
百
五
十
条
を
あ
げ
、
最
後
に
こ
れ
を
奉
持
す
る
も
の

は
五
福
を
得
、
不
持
者
は
五
罪
を
受
け
る
と
し
て
、
総
括
的
な
五
福
五

罪
を
あ
げ
て
い
る
。

以
上

が
北
京
本
の
全
相
で
あ
る
が
、
尾
題
の
名
目
に
ち
な
ん
で
、
問

題
に
な
る
と
こ
ろ
は
、

1
 

P
本
は
提
謂
経
の
上
巻
に
擬
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
塚
本
氏
が

古
逸
文
二
十

二
を
と
り
あ
げ
て
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
照
し
て
、

ま
ち
が
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
 

S
本
は
尾
題
に
よ
る
か
き
り
、
提
謂
経
の
下
巻
で
あ
る
。
果
し

て
P
本
と
S
本
と
が
上
下
を
な
す
も
の
か
、
P
本
が
擬
題
で
あ

る
か
ら
、
疑
点
な
し
と
し
な
い
が
、
内
容
か
ら
み
て
ま
ち
が
い

な
か
ろ
う
。

3
 
北
京
本
は
尾
題
に
、
提
謂
五
戒
経
井
威
儀
巻
下
と
あ
る
が
、
提

謂
経
と
ど
う
か
か
わ
る
か
。
ま
た
こ
の
題
目
は
ど
う
理
解
す
れ

ば
よ
い
か
。

4
 
北
京
本
の
前
半
の
五
戒
の
部
は
S
本
の
後
半
に
符
合
す
る
。

5
 
前
項
か
ら
云
え
ば
、
ど
う
し
て
北
京
本

の
尾
題
が
提
謂
経
巻
下

井
五
戒
威
儀
と
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
か
。

6
 
北
京
本
の
内
容
か
ら
云
う
な
ら
、
提
謂
経
井
五
戒
威
儀
、
さ
ら

に
適
確
に
云
え
ぱ
、
五
戒
井
威
儀
と
で
も
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
点
で
あ
る
。
本
文
を
み
る
と
、
S
本
に

「
長
者
提
謂
五
百
人
等
」

と
あ
る
と
こ
ろ
を

(牧
田
本
二
〇
二
頁
上
欄
+
八
行
目
)
北
京
本
で
は

「
長

者
等
五
百
人
」
と
な
つ
て
い
て

(三
行
目
)
、
提
謂
の
名
が
出
て
な
い
。

そ
の
ほ
か
の
六
箇
所

(北
京
本
四
一
・
四
二
・
四
四
.
四
五
.
六
二
.
七
七

行
目
)
に
も
出
る
が
、
両
本
と
も

「
長
者
」
と
な
つ
て
い
て

「
提
謂
」

と
い
う
固
有
名
は
出
て
こ
な
い
。
つ
ま
り
、
北
京
本
は
終
始
長
者
で
通

し
て
い
る
。

ま
た
、
威
儀
の
部
で

「
賢
者
優
婆
塞
」
が
二
箇
所

(
二
〇

二
・
三
五
一
行
目
)
に
出
る
。
五
戒
威
儀

の
は
じ

ま
り
も
、
「
賢
者
優
婆

塞
、
已
受
五
戒
」
と
あ
つ
て
、
前
の
五
戒
経
を
う
け
た
形
に
な

つ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
者
か
ら
賢
者
優
婆
塞

へ
と
つ
な
が
る
北
京
本
で

は
、
提
謂
に
限
定
せ
ず
、
在
家
者

一
般
を
対
告
衆
と
す
る
形
で
あ
つ
て
、

提
謂
の
か
げ
が
う
す
い
。

10
)

こ
の
よ
う
な
疑
義
を
も
ち
な
が
ら
、
僧
祐
録
巻
四
を
み
る
と
、

優
婆
塞
五
法
経

一
巻
抄

敦
捏
資
料

「
仏
説
提
謂

五
戒
経
井

威
儀
巻
下
」

に

つ
い
て

(
土

橋
)
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敦
煤
資
料

「仏
説
提
謂
五
戒
経
井
威
儀
巻
下
」
に
つ
い
て

(土

橋
)

賢
者
五
福
経

一
巻

賢
者
五
戒
経

一
巻
抄

響

威
儀

一
轟

灘

者

優
婆
塞
五
戒
経

一
巻

優
婆
塞
威
儀
経

一
巻

三
帰
五
戒
神
王
名

二
巻

右
八
百
四
十
六
部
、
凡
八
百
九
十
五
巻
、
新
集
所
得
、
今
並
有
其
本
、
悉
在

経
蔵

と
い
う
よ
う
に
経
名
が
列
示
さ
れ
て
い
る
。
僧
祐
が
見
た
こ
れ
ら
の
経

は
、
い
ま

は
現
存
し
な
い
が
、
こ
の
優
婆
塞
の
五
法

・
五
戒

・
五
福
と
、

威
儀
と
い
う

一
連
の
経
名
、
及
び
三
帰
五
戒
威
神
王
名
は
、
北
京
本
に

関
連
を
も

つ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
法
五
戒
五
福
な
ら
び

に
五
戒
神

の
名
目
は
、
提
謂
五
戒
経
に
説
か
れ
る
も
の
に
つ
な
が
り
、

賢
者
威
儀

と
か
優
婆
塞
威
儀
と
い
う
経
名
は
、
後
半
部
の
五
戒
威
儀
に

か
か
わ
る
。
ま
た
賢
者
優
婆
塞
と
対
告
衆
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
に
も
両
者

の
関
連
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

(11
)

さ
ら
に
僧
祐
録
巻
四
に
、「
条
新
撰
目
録
閾
経
、
未
見
経
文
如
左
」
と
し

て
経
名
を
列
記
す
る
な
か
に
、
在
家
律
儀
経

一
巻
、
提
謂
経

一
巻
の
名
が

み
え
る
。

僧
祐
は
さ
き
の
五
法
経
な
ど
の
七
経
を
、
訳
者
は
不
明
で
あ

る
が
見

て
い
る
。

い
ま
の
二
経
は
経
名
の
み
で
現
本
を
み
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「提
謂
五
戒
経
井
威
儀
」
と
い
う
併
合
様
式
の
写
本

の
出
拠
を
、
僧
祐
録
の
こ
れ
ら
の
記
録
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
京
本
の
五
戒

の
部
分
と
S
本

(下
巻
)
の
後
部
と
が
符
合

す
る

こ

と
、
お
よ
び
北
京
本
の
尾
題
か
ら
考
え
て
、

1
 
北
京
本
前
半
と
S
本
後
半
と
の
符
合
す
る
部
分

が
、
「提

謂
経

一
巻
」
の
内
容
で
な
か
つ
た
か
。

2
 
尾
題
に
よ
る
か
ぎ
り
、
二
巻
本
提
謂
経
と
の
か
か
わ
り
を
否
定

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

と
い
う
二
つ
の
推
論
が
う
ま
れ
る
。

つ
ま
り
、
尾
題
に
よ
れ
ば
二
巻
本

提
謂
経
に
親
し
い
も
の
を
感
ず
る
が
、
内
容
を
み
れ
ば

二
巻
本
提
謂
経

に
、
そ
し
て
さ
ら
に
う
が
つ
て
云
え
ば
、
提
謂
に
限
定
せ
ず
賢
者

・
優

婆
塞

一
般
の
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
五
戒
と
威
儀
の
庶
民
仏
典
」
と

み
る
ほ
う
が
写
本

の
原
意
に
親
し
い
よ
う
に
お
も
う
。

内
容
か
ら
み
て
、
こ
の
北
京
本
は
二
巻
本
と
は
隔
差
が
感
ぜ
ら
れ
る

の
で
、
次
の
よ
う
な
想
定
も
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

一
巻
本
を
も
と

に
し
て
曇
靖
が
二
巻
本
を
増
広
し
て
い
つ
た
。
そ
の
な
か
に
は
か
な
り

五
常
五
方
五
行
五
臓
な
ど
、
中
国
独
特
の
内
容
が
混
入
し
て
く
る
。
そ

こ
で

一
巻
本
の
精
神
に
も
ど
り
、

そ
れ
に
在
家

の
威
儀
法
を
加
え
て
、

仏
戒
と
し
て
の
本
格
的
な
姿
勢
を
と
り
も
ど
そ
う
と
し
て
出
現
し
た
の

が
、
こ
の
律
典
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
尾
題
に
か
か
わ
つ
て
、
こ
の
律

典
ハの
性
格
付
け
に
若
干
の
問
題
が
残
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本

文
に
よ
る
か
ぎ
り
、
前
半
は
優
婆
塞
五
戒
経
の
、
そ
し
て
後
半
は
は
優
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婆
塞
威
儀
法
の
、
と
い
う
二
本
の
併
写
経
で
あ
る
と
み
る
。

3

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
古
逸
律
典
ハが
中
国
戒
律
流
伝
の
上
に
お
い
て

も
つ
意
味
に
ふ
れ
て
み
た
い

戒
律

の
主
流
が
僧
伽
の
中
格
で
あ
る
出

家
戒
に
あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
出
家
の
周
辺
に
あ
る

在
家
に
自
つ
と
む
け
ら
れ
る
関
心
、
そ
こ
か
ら
律
典
と
し
て
は
ま
と
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
経
典
ハの
中
に
在
家
の
倫
理

・
心
得
と
し
て
の
べ
ら

れ
る
も

の
が
、
菩
薩
道
の
進
展
と
と
も
に
菩
薩
戒
と
し
て
擾
頭
し
て
く

る
。
そ
の
菩
薩
戒
も
、
次
の
段
階
に
な
る
と
、
出
家
菩
薩
戒

・
在
家
菩

薩
戒
と
併
立
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
伽
を
背
景
と
し

た
比
丘
戒

の
延
長
と
し
て
の
喩
伽
戒
と
、
比
丘
僧
伽
と
別
に
、
倫
理

・

心
得
と
い
う
面
に
主
点
の
お
か
れ
る
梵
網
戒
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ

の
い
ず
れ
も
大
乗
仏
教
の
戒
律
と
し
て
格
調
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
と
い
う
よ
り
そ
れ
以
下
の
と
こ
ろ
に
い
る
在
家

・
庶
民
の
手
の

か
 

と
ど
く
戒
律
が
要
求
さ
れ
る

さ
き
に
紹
介
し
た
、
善
信
菩
薩
二
十
四

戒
経
の
ご
と
き
律
典
ハが
あ
ら
わ
れ
る
。
い
ま
提
謂
に
標
榜
さ
れ
る
五
戒

経
は
や
は
り
庶
民
の
律
典
ハに
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も

こ
の
二
者

に

は
、
別
の
色
調
が
も
ら
れ
て
い
る
。
善
信
経
は
善
生
経

・
六
方
礼
経
の

系
列
の
在
家
律
典
と
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
五
戒
経
井
威

儀
は
、
名

の
示
す
よ
う
に
提
謂
波
利
と
い
う
、
仏
法
最
初
の
優
婆
塞
に

系
を
引
く
。
善
生
に
代
表
さ
れ
る
善
信
二
十
四
戒
経
と
提
謂
に
代
表
さ

れ
る
優
婆
塞
五
戒
威
儀
と
い
う
二
つ
の
律
典
群
の
特
色
は
、
ど
こ
に
あ

る

だ

ろ
う

か
。

一
口
に

云

つ
て
善

信

系

が
在
家

倫

理

を

説

く

の

に
対

し

て
、

提

謂

乃

至

五

戒
威

儀

系

は
僧

伽

に

お
け

る
在

家

の
威

儀

を

規

定

す

る
。

強

い

て
云

え

ば
、

善

信

が

さ

ほ

ど
僧

伽

を
意

識

せ
ず
、

広

く

開

か

れ

た
社

会

に

お

け

る
仏

教

者

の

生
活

態

度

を

訓

戒

す

る

に
対

し
、

提

謂

系

は
僧

伽

を

背
景

と

し
、
、比

丘

・
沙

弥

の
威
儀

を

モ
デ

ル
と

し

て
、

そ

れ

に
ま

が

う
在

家

信

者

の
威

儀

作

法

を

規

制
す

る

と

い

つ
た

よ

う

な
、

両

者

の
特
異

点
を

み
る

こ
と

が

で
き

る
。

な

お

同

じ

提

謂

の

な

か

に

も
、

五

戒

に

主
点

を

お

い

て
、

そ
れ

と
中

国

の

五
常

・
五

方

・
五
行

な

ど
ま

で
に
接

触

す

る

も

の
と
、

僧

伽

の

ワ
タ
に
も

と
ず

き

仏

教

徒

と

し

て

の
姿

勢

を
維

持

す

る

も

の
と
、

二

つ

の
傾
向

が
あ

る

こ
と

は
、

さ

き

に

ふ

れ
た

通

り

で
あ

る
。

1

根
本
仏
典
ハ
の
研
究

一
六

一
頁

2

大
乗
戒
経

の
研
究

四

二
七
頁

3
い
ず

れ
も
大
正
蔵
経

巻
二
四
所
収

4

酒
の
三
十

五
失

は
大
論

(
大

正

二
五

・

一
五
八
中
)

天
台
菩
薩
戒
疏

(
四
〇

・
五
七
三
上
)

に
、
三
十

六
失

は
沙
弥
尼
戒
経

(
二
四

・
九
三
七
中
)

法
蔵
疏

(
四
〇

・
六
三
六
上
)

明
膿

疏

(
四
〇

・
五
八
九
上
)
義
寂

疏

(
四
〇

・
六
六
六
上
)

に
あ
る
。

列
記
は

大
命

の
三
十
五
失
と
、

こ
の
写
本

の
三
十
六
失

の
み
。

5

い
ず
れ
も
大

正
蔵
巻
二
四
所
収

6

東
方
学
報

(
京
都
)

一
二

・
三

(
昭

一
六
・
一
一
)

所
収

7

疑

経
研
究

(昭

五

一
・
三
刊
)
第
四
章

8

一
巻
本
ー

僧
祐

録

(
大
正
五
五

・
三
四
下
)

法
経
録

(
一
二

一
中
)

仁
寿
録

(
一
七
六
下
)

静
泰
録

(
二

一
四
中
)

武
周
録

(
四
四
四
上
、
四

五
四
下
)

開
元
録

(
五
三

四
中
、

六
四
七
上
)
貞
元
録

(
八
三

二
下
、
九
八
三
上
)

二
巻
本
ー

僧
祐
録

(
三
九
上
)
法
経
録

(
=
二
八
下
)

仁
寿
録

(
二
七
四
中
)
静

泰
録

(
二

二

二
中
)

内
典
ハ録

(
二
六

八
中
、

三
三
四
中
)
武
周
録

(
四
七
三
中
)

開
元
録

(
六
七
四
上
)
貞
元
録

(
一
〇

一
八
下
)

9

一
本

は

「
文
」

が

「
大
」

に

10

大
正
五
五

・
二
四
中
、

三

一
下
、

三
二
上

11

大
正
五
五

・
三

二
上

12

竜
大

・
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要

一
二

(
昭
四
八

・
六
)

所
収

敦
煙
資
料

「
仏
説
提
謂

五
戒
経
弄
威
儀
巻
下
」

に

つ
い
て

(
土

橋
)
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